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研究成果の概要（和文）：本研究では，非接触で撮影された手のひら画像を用いた高性能なバイ

オメトリクス認証システムの開発に取り組んできた．具体的には，非接触で撮影された手のひ

ら画像から正確に照合領域を抽出するアルゴリズムと手のひらの歪みに対応した高精度なマッ

チングアルゴリズムを提案した．そして，それらのアルゴリズムを小型携帯端末に実装し，提

案アルゴリズムの有効性を実証した． 

 
研究成果の概要（英文）：In this project, I have developed a high-performance biometric 
recognition system with contactless palm image acquisition. I have proposed a matching 
region extraction algorithm for palm images and a high-accuracy image matching algorithm 
for palm regions, which is robust against nonlinear deformation caused by finger movement. 
Also, I have developed a prototype palm recognition system for mobile phones and 
demonstrated its effectiveness. 
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１．研究開始当初の背景 

 

ユビキタス情報社会において，サービスを
利用するためにネットワーク越しに個人情
報などを送受信する機会が増えている．その
ため，個人情報の保護や個人認証を正確に，
かつ，確実に行うために高性能・高信頼なセ
キュリティ技術が必要とされている．これに
対し，高い信頼性と利便性を実現する次世代
のセキュリティ技術として，個人の身体的・
行動的特徴をそのまま認証情報として利用
するバイオメトリクス認証（生体認証）が注
目されている．バイオメトリクス認証におい
て利用される身体的・行動的特徴は，指紋・

顔・虹彩・筆跡などがある．高性能・高安全
な個人認証システムを実現するために，これ
らの生体特徴を用いた個人認証システムの
開発は， きわめて重要である．最近では，
携帯端末の中にさまざまな個人情報を登録
していることが多いため，特に，バイオメト
リクス認証を用いた携帯端末の個人認証が
注目を浴びている． 

 

２．研究の目的 

 

 研究の目的は，以下の 3 項目である． 

(1) 非接触で撮影された画像から正確に手
を抽出し，さらに手の形状から認証に用
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いる掌紋領域を抽出する手法を開発す
る． 

(2) 明るさの変化，手の位置（傾き）や指の
動きによる手のひらの変形などに対し
てロバストな認証アルゴリズムが必須
である．そこで，位相限定相関法を用い
た局所画像ブロックのマッチングと画
像ピラミッドによる階層探索を組み合
わせた高精度な対応付け手法に基づい
た認証アルゴリズムを用いて，環境変化
に対応して正確に認証する． 

(3) (1) および (2) で検討したアルゴリズ
ムを，固定カメラで撮影した動画像を入
力とする認証システムと携帯電話など
の小型携帯端末における個人認証シス
テムに実装し，利便性・受容性・性能・
実用性を評価する．また，システムの安
全性を向上させるために，各局所ブロッ
ク画像の位相情報を登録データとして
利用することを検討する． 

 

３．研究の方法 

 
研究の方法は，以下の 3項目である． 

(1) 非接触で撮影された手のひら画像から，
認証に用いる手のひら領域の抽出精度
が照合処理の性能を左右する．高い照合
性能を実現するためには，すべての画像
において位置が正規化された領域を抽
出する必要がある．そこで，まず，肌色
情報を用いて，確実に手のひらである小
領域を見つける．次に，その小領域から
領域成長法を用いて手のひらを抽出す
る．そして，指と指の間にあるキーポイ
ントを検出し，キーポイントを基準とし
て照合に用いる領域を抽出する．このと
き，キーポイントを基準とすることで，
拡大縮小・回転・平行移動の大域的な変
形を正規化した状態で抽出することが
可能となる． 

(2) (1) のように抽出した領域には，手や指
の動きによって生じる非線形な変形が
残っている．照合性能を向上させるため
には，このような局所的な変形を考慮し
て照合する必要がある．そこで，バイオ
メトリクス認証で有効性が実証されて
いる位相限定相関法を用いる．これまで
は，画像全体に対して位相限定相関法が
適用されているが，局所的な変形を考慮
するために，局所画像ブロック同士を位
相限定相関法で照合する．また，画像ピ
ラミッドによる階層探索と組み合わせ
ることで，非線形な変形による微小な平
行移動量を正確に検出・補正する． 

(3) (1)および(2)のアルゴリズムを小型携
帯端末に実装する．まず，固定カメラで
撮影した動画像を入力とするプロトタ

イプシステムを構築する．この場合は，
厚程度性能が高い計算機およびカメラ
を使うことができるので，非接触掌紋認
証システムの利便性および認証性能に
ついて実証実験を行う．次に，小型携帯
端末に(1)および(2)のアルゴリズムを
実装する．特に，小型携帯端末は，計算
リソースが限られているため，一部処理
を簡単化して実装する．以上の 2つのプ
ロトタイプシステムおよび実装実験を
通して，非接触掌紋認証システムの利便
性・受容性・性能・実用性を総合的に評
価する． 

 
４．研究成果 
 
 本研究者は，これまでに，画像の位相情報
に着目した画像マッチング（位相限定相関
法），ならびに，バイオメトリクス認証への
応用に関する研究を進めてきた．特に，位相
限定相関法のバイオメトリクス認証への応
用はきわめて有効で有り，さまざまな生体特
徴に関して世界最高水準の認証性能を達成
している．本研究課題は，これまでに得られ
た知見を活かして，バイオメトリクス認証シ
ステムの利便性を向上させることに注力し
た．主な研究成果として，PC 向けの掌紋認証
システムおよびスマートフォン向け掌紋認
証アプリを開発し，実証実験を通して有効性
を評価したことにある．特に，スマートフォ
ン向け掌紋認証アプリは，KDDI 研究所と共同
開発したものであり，Google Play を通して
無償公開し，性能だけではなく，実用性につ
いても評価した．現在も継続して評価をして
いるところであり，終了後に結果をまとめる
とともに，アルゴリズムおよびシステムの性
能改善に役立てる予定である．その他に，本
研究者のバイオメトリクス認証に関する取
り組みに対して，平成 23 年度トーキン科学
技術振興財団研究奨励賞が授与された．また，
携帯電話向け非接触掌紋認証アルゴリズム
をまとめた論文は，電子情報通信学会信号処
理研究専門委員会の推薦論文として2013年5
月号に掲載される予定である．今後も本研究
の取り組みを継続し，非接触掌紋認証システ
ムの早期実用化に向けて研究を推進する予
定である． 
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